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社会福祉法人 宮崎市社会福祉協議会

社協だより 20191月号

　韓国出身のプロゴルファー申ジエ選手から、「サロンパスカップ」並びに「ゴルフ５レディス」の優勝
賞品（お肉とお米）が寄贈され、本会を通じて市内４か所の児童養護施設にお贈りしました。今回で５
回目となるカリタスの園竹の寮での贈呈式では、子ども達よりお礼のダンスと歌が披露され、申選手
も時折涙を見せながら心温まる交流となりました。
　後日開催された「ＬＰＧＡツアーチャンピオンシップリコーカップ」では、子ども達の激励と笑顔を力
に、最後まであきらめずにプレーし、見事、劇的に優勝されました。
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　輝かしい新春を迎え、皆様に心からお慶び申し上げます。
　日頃から、宮崎市社会福祉協議会に対しまして、温かいご支援とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　近年、私たちの生活を取り巻く環境は人口動態の変化をはじめ、大きく
変動し、地域における福祉課題は多種多様化しております。
　このような中、本会では、「ともに支えあい、安心して暮らせる福祉のまち
づくり」を目指し、お互いに支え合う地域づくりのため、関係機関と連携し
ながら努力してまいりたいと存じます。
年頭にあたり皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。

社会福祉法人
宮崎市社会福祉協議会
会 長    厚 地  安

新年のごあいさつ

子ども達からお礼の言葉を受ける申ジエ選手



できることからはじめてみませんか？

　私たちの住む宮崎市では少子高齢化により、人口約40万人のうち約11万人が 65歳以上の高齢者となっ
ており、これからも高齢化率は高いまま推移することが予想されています。
　一方では、少子化がすすみ、親と子どもだけで暮らす核家族世帯が増え、地域の中で隣近所との関係を持つ
機会が少なかったり、「ちょっとした悩み」や「困りごと」を誰にも相談できないままに暮らす人が増えてきてい
る現状があります。
　こうした理由から、地域のなかにお互いの「支え合い」で解決できる仕組みをつくることが求められています。

どうして「生活支援」が求められているの？

　本会の住民参加型サービスの他、地区社協や、自治会等が主体となって、それぞれの地域ならではの方法で
生活支援活動に取り組まれています。その中から、今回は３つの取り組みをご紹介します。

宮崎市内で進む取り組み

　地域の中で支え合える仕組みをつくるため、「生活支援補助事業」を地区社協に対し行います。
　「地域の中で何か力になりたい」「こんな助けがあったらいいな」　等、生活支援にまつわるご相談は宮崎市
社協へお寄せください。

本会も「支え合いの仕組みづくり」を応援します。

「生活支援」ってどんなこと？
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みんなで支え合う生活支援活動

例えば など買い物 話し相手ゴミ出し 電球の交換 布団干し掃 除 洗 濯

日常のくらしを営むための「生活」に必要なことを「支援」すること。
「困ったときはお互い様」「いつかは自分も困るかもしれないから」の思いが出発地点。

庭仕事や掃除など、地域のニーズに
対応。お互い様の精神で困ったとき
は助けあえる地域を目指して活動を
行っています。

ボランティアセンター
住吉ボランティアセンターつなぎ
（住吉社会福祉協議会）

自治会で何かやってみようと考え、
「四季の会」を立ち上げ、電球の交換
や、日常の買い物など、地域の人達
の「ちょっと困っている」を解決して
います。

自　治　会
新地橋自治会
（四季の会）

利用会員と協力会員双方が年会費
を支払い、必要とする方に支援を提
供する住民参加型サービス。「地域
での助け合い」を目的として平成 6
年から続いています。

住民参加型サービス
ふれあいハートサービス　
（宮崎市社会福祉協議会）



[ お問い合わせ先 ]宮崎市社協 福祉課 在宅福祉係

今年８０才になる父が市内で一人暮らしをしています。最近、物忘れが進み、通
帳や現金を紛失することがあります。近くに親族がいないため心配していますが、
何か利用できる制度はありませんか？

宮崎市社協では、高齢者や障がい者の皆様が安心して地域で生活できるよう
に、ご本人の判断能力や必要となる支援内容によって、下記の２つの事業を運
営しています。
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金銭管理等のお手伝い！！

日常生活自立支援事業と
法人後見事業
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意見交換会の様子。支援活動が自分の生きがいにつながっ
ているという意見が出ていました。

利
用
者
を
支
え
る
支
援
員

（事業概要）
　判断能力に不安がある高齢者や障がい者を
対象として、福祉サービスの利用や日常的な金
銭管理のお手伝いを行います。

（支援内容）
①福祉サービス利用に向けた助言や利用手続
　きのお手伝い
②生活費の出し入れ、公共料金等の支払
③通帳や年金証書等、大切な書類の預かり

（ポイント）
　ご本人との契約によっ
て利用開始となります。
　また、１時間あたり
1,000円の利用料が
必要となります。

（事業概要）
　社会福祉協議会が法人として後見人等 とな
り、判断能力が不充分な方の財産管理や、施設入
所や入院の手続を行います。

（支援内容）
①ご本人の年金や資産、負債等の管理
②福祉サービスや施設入所の利用契約、
　入院申込等の手続き

（ポイント）
　利用の際には家庭裁判所へ申立てが必要に
なります。家庭裁判所が決定した後見人等が必
要な支援を行います。

日常生活自立支援事業 法人後見事業（成年後見制度）



頼れる力！ 災害復興時のボランティア

　平成30年は 7月台風21号・同月西日本豪雨・9月北海道地震、そして9月の台風24号と、自然災害
の多い１年となりました。
　本市では台風24号の影響により、床上・床下浸水をはじめ土砂災害等の被害が多く発生しました。

　本会では、災害発生時にスムーズな支援活動へつなげられるよう、随時災害復興支援時に協力してくださる
ボランティア登録者を随時募集しています。

災害復興支援時に活動できるボランティア登録者を募集しています！
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大きな爪あとを残した台風24号

　台風２４号の被害を受け、本会では各地区からの被害状況を確認しながら災害ボランティアを募集し、高岡
地区・佐土原地区・北地区での復興支援活動へのつなぎを行いました。
　近隣住民やボランティアによる助け合いや、地区社協等の関係機関・団体、市社協によって復興に向けた支
援活動が行われました。

台風24号 災害ボランティア活動について

[お問い合わせ先 ]宮崎市社協 福祉課 地域福祉係

被災した家屋 床上浸水した家屋で作業するボランティア

全　　壊 2

半　　壊 5

床上浸水 121

床下浸水 155

一部損壊 63

合　　計 346

台風24号による家屋への被害状況
※平成30年10月9日時点 （件）

※ボランティアの活動は無理なく自発的に行うものです。被災時においては、ご自身・ご家族の安全を確保され、皆様のご都合にあわ
　せたご協力をお願いします。ご登録いただいた方には、ボランティア活動保険、ボランティアに関する情報提供及び研修等のご案内を行います。
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新しい年を迎え、あなたもボランティアへ
一歩ふみ出してみませんか！　
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宮崎市内では、多くのボランティアの方が様々な活動を行っています。
各地域で活動されている特徴のあるボランティア団体をご紹介いたします。

傾聴ボランティア 「ひまわり」

　私達の活動も今年で３年目となりました。介
護施設等の高齢者の方々が、毎月私達が来る
のを楽しみにされているというお声も聞かれ
るようになり、傾聴ボランティア活動の喜びを
感じています。

給食ボランティア

　３５年以上にわたり、一人暮らし高齢者や、高齢
者夫婦等宅へ安否確認で配るお弁当作りを通し、
地域福祉に大きく貢献しています。
　給食ボランティアは、４グループ４３名で構成
され、平成２８年には、厚生労働大臣表彰を受賞
されています。

「あじさいシニアボランティア」

　サロンや健康教室等の活動が継続できるよ
う、いろいろな内容のお手伝いボランティアと
して活躍しています。メンバー全員が福祉体験
の講師をするなど精力的に活動！３０年度に
は、「総務省エイジレスライフ社会参加活動事
例」に選ばれました。

子ども見守りボランティア 「ちびっこひろば」

　子育て中の保護者の方の病院受診や美容院、
買い物、息抜きなどの時間を提供するため、「ちび
っこひろば」として予約をいただき、１歳以上のお
子様を保育ボランティアがお預かりしています。
保護者のリフレッシュになるのは勿論、子育ての
アドバイスも貰えて喜ばれています。

わがまちの熱いボランティア



　本会では、これまでの地域活動を基盤とし、地域の困りごとを住民で解決できる仕組みづくり
の具体的手法について、皆で考え学ぶことを目的に開催します。
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平成30年度 地域福祉推進研修を開催します！

を開催しました！！

みやざき赤い糸プロジェクト事業

■日時：平成31年 2月 28日（木）  13:30 ～ 16:00

■会場：宮崎市民プラザオルブライトホール

■内容：【講義】　「地域で丸ごと支え受け止める仕組みづくりに向かって」

　　　　コーディネーター

　　　　講師 九州保健福祉大学 社会福祉学部 スポーツ健康福祉学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　　　　川﨑 順子 氏

　　　　パネリスト

　　　　①住吉地区社会福祉協議会                   会長            飯干 るみ子 氏

　　　　②大塚台地域まちづくり推進委員会

　　　　　大塚台ボランティアセンター つなぐ     センター長    川越 公代 氏

　　　　③赤江地区社会福祉協議会                   会長            松本 征生 氏

■対象：地区社協関係者、まち推関係者、自治会長、民生委員・児童委員、福祉協力員

　　　　ボランティア等

《お問い合わせ先》  宮崎市社協 福祉課 地域福祉係

テーマ 「地域で丸ごと支える仕組みづくりに向かって」

　11月 23日（祝・金）に、宮崎市社協主催による婚活イベ
ントとして、20代から 40代の男女を対象にした第1回目の
「みやざき赤い糸プロジェクト事業」を開催しました。
　イベントには、男性25名、女性18名の合計43名にご参加
いただき、生涯スポーツである「ニュースポーツ体験」で楽しく交
流を図り、ランチタイムを挟んでの1対1のトークタイムやフリ
ータイムでは会話も弾み、9組のカップルが誕生しました。
宮崎市社協では、今後も皆さんの幸せを応援するために「みや
ざき赤い糸プロジェクト事業」を実施していきます。

知ろう！学ぼう！
生活支援の取り組み



　宮崎商工会議所女性会　様か
ら、12月１日に行われた「歳末たす
けあい運動　街頭セレモニー」の
場において、皆様で集められた募金
をご寄付いただきました。
　お預かりした寄付金は、社会福
祉団体・ボランティア団体等が実
施する事業や、社会福祉協議会が
行っているさまざまな地域福祉事
業に役立てられています。

宮﨑商工会議所女性会 様
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寄付者名簿 香典返し及び一般寄付
愛のご寄付ありがとうございました。（敬称略・順不同）

香典返し

香典返し

篤　　志

本所

佐土原支所

藤元 秀子　津曲 ハツ子　日髙 利幸 /¥50,000　大岐 恒子　与儀 敏子　河野 博和 /¥30,000

新名 佐都子

（株）湖月 /お菓子　コア505南宮崎店 /お菓子　21世紀 佐土原店 /お菓子

香典返し 野田 一弘　末原 智津子　山下 弘晴

Vol.121

※寄付者のご意向により、一部の方につきまして寄付金額を掲載しております。

田野支所

香典返し 永峰 奈美江

吉田 トヨ子 /松葉杖　永峰 奈美江

高岡支所

清武支所

篤　　志

香典返し 石山 吉和　井田 奈良美　酒匂 理美子 /¥50,000

8
月

香典返し

香典返し

篤　　志

本所

佐土原支所

森田 紘之　安永 孝高　三堂 德孝

原口 幸子　日髙 末喜　図師 元子

コア505南宮崎店 /お菓子　株式会社宮崎ヒューマンサービス宮崎営業所 /車椅子1台　エタニティダンス
クラブ /¥50,000　（株）湖月 /お菓子　九州電力株式会社 宮崎水力事業所　21世紀 佐土原店 /お菓子

香典返し 安田 清　桝田 俊郎　蛯原 敏行田野支所

香典返し 岩切 寛司 /¥30,000　伊藤 義信　長尾 和子高岡支所

清武支所 香典返し 山ノ上 ヨシエ　長友 克郎　日髙 久子

9
月

香典返し

香典返し

篤　　志

本所

佐土原支所

高田 數德　小原 道男　田口 隆　川野 安宏　押川 タツ子

齋藤 ナチ子　佐藤 和己

株式会社メモリ－ド宮崎/¥50,000　かぎん宮崎経友会/車椅子20台　赤江中学校第17回生（昭和39年度）古希同窓会

香典返し 藤井 保田野支所

香典返し 柏原 厚子　島脇 眞人　重久 智津子　前田 律雄高岡支所

清武支所 香典返し 三好 高市　西村 一美

10
月

　茶道裏千家淡交会宮
崎支部宮崎分会 様か
ら、赤い羽根共同募金

へご寄付をいただきました。
　お預かりした寄付金は、社会
福祉団体・ボランティア団体等
が実施する事業や、社会福祉協
議会が行っている様々な地域福
祉事業に役立てられます。

茶道裏千家淡交会宮崎支部宮崎分会 様

　株式会社 メモリード宮崎 様
から、「大塚メモリードホール」
が新規オープンするにあたり、
地域への社会貢献を目的とし
て、ご寄付いただきました。
　お預かりした寄付金は、本会
が推進する様々な地域福祉事
業に活用させていただきます。

株式会社 メモリード宮崎 様
　ら・ふらんす 様から、「第4回チ
ャリティー・コンサート」で集めら
れたご寄付を、本会を含めた 3 団
体へ贈呈されました。
　難病を抱えるこども達の役に立
ちたいとの思いから始まったコン
サートも4回目を迎え、前回に引き
続きご寄付いただきました。お預か
りした寄付金は様々な地域福祉事
業に活用させていただきます。

ら・ふらんす 様

あたたかいご支援ありがとうございます



　昨年１０月１日から実施しました「赤い羽根共同募金」及び１２月１日から実施しました「歳末たすけあい募
金」におきましては、自治会募金をはじめ街頭募金、法人募金、学校募金などにより、多くの皆様からあたたかい
ご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
　お寄せいただいた皆様の善意は、宮崎市共同募金委員会が開催する審査委員会の決定に基づき、市内で活動
する福祉団体やボランティアグループ、社会福祉協議会等が実施する地域福祉事業に活用させていただきます。
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「赤い羽根共同募金」「歳末たすけあい募金」へのご協力ありがとうございました。

無料法律相談スケジュール ※事前に電話予約が必要になります。下記までお問い合わせください。
　【受付】月曜～金曜 8:30 ～ 17:00

会　　場 日　　時

第 1（金）13:30 ～ 16:00
第 3（木）13:30 ～ 16:00

佐土原地域福祉センター

宮崎市総合福祉保健センター

第 4（木）13:30 ～ 16:00

田野総合福祉館 第 2（木）13:30 ～ 15:30

清武総合福祉センター

ともに支えあい 安心して暮らせる福祉のまちづくり

この社協だよりは共同募金の助成金を活用してつくられています。

■ 佐土原支所 〒880-0303 宮崎市佐土原町東上那珂12948番地 1
■ 田 野 支 所 〒889-1701 宮崎市田野町甲2848番地 1
■ 高 岡 支 所 〒880-2221 宮崎市高岡町内山2877番地
■ 清 武 支 所 〒889-1604 宮崎市清武町西新町8番地 6

〒880-0930 宮崎市花山手東3丁目25番地2
                   市総合福祉保健センター
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　かぎん宮崎経友会 様から、会
の発足 10 周年を記念して、本
会へ車椅子20台が寄贈されま
した。
　いただきました車椅子は、介
護や病気等により車椅子を必
要とされる市民の方へ貸し出し
を行いますとともに、小・中学
校にて行われる福祉教育推進
事業等に活用させていただき
ます。

かぎん宮崎経友会 様 宮崎都城信用金庫 様

　宮崎市民生委員児童委員協
議会 様から「みやざき健康ふく
しまつり2018」におけるチャリ
ティーバザー益金をご寄付いた
だきました。平成 13 年度から
多額のご寄付をいただき、今年
で17回目となっております。
　お預かりした寄付金は、本会
が推進する様々な地域福祉事業
に活用させていただきます。
　日頃から地域の見守り活動等
で多大な貢献をいただいてお
り、心から感謝申し上げます。

　今年で創業 100 周年をお迎えになられた宮崎都
城信用金庫 様から、お世話になった地域への恩返し
（社会貢献）として、本会に福祉車両（車イス4台乗車
可能なマイクロバス）1台を寄贈いただきました。
納車は平成 31 年 1 月を予定しており、本会が運営
する「障がい者福祉バス」として運行し、障がいをお持
ちの方々の社会参加や外出支援等に活用させていた
だきます。

宮崎市民生委員児童
委員協議会 様


